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１．平成21年度の検討方針

（１）入札契約制度に関する課題

１ 国土交通省直轄業務における総合評価方式の実施状況を年次報告としてとりまとめ、公

（１）入札契約制度に関する課題 青字は検討方針

国 交通省直轄業務 おける総合評価方式 実施状況を年次報告 りま 、公
表する。

２ 実施手順の見直しによる業務の効率化、簡素化については、比較する事例が少なかった
ことから、平成21年度にいくつかの試行を行った上で検討する。

ア）技術提案書提出者指名数の限定化
イ）ヒアリングの省略

続 数 直 短縮ウ）手続日数の見直しによる短縮
エ）業務分類（４象限図）の見直し

を行う予定。

３ 設計共同体の活用について検討を行う。
オ）設計＋地質調査、環境調査で、設計共同体を現行より拡大して試行。
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（２）低入札対策

１．平成21年度の検討方針
（ ）低入札対策

１ 業務コスト調査の実施・分析

かかった費用（コスト）と業務成績、利益の発生状況等を調査する「業務コスト調査」を実施
しているところ（約1 000件超）であり 早急にデータの分析・評価を行った上で必要な対策をしているところ（約1,000件超）であり、早急にデ タの分析 評価を行った上で必要な対策を
講じる。

ア）昨年度の業務コスト調査結果の収集と対応策の検討。
２ 低入札追加対策の検討２ 低入札追加対策の検討

しかしながら依然として厳しい低入札状況に直面しており、当面の措置として更なる緊急的
な低入札対策の実施について検討を行う。

イ）「手持ち業務量の制限」等、更なる低入札追加対策の試行。イ） 手持ち業務量の制限」等、更なる低入札追加対策の試行。

（３）新たな積算手法

１ 設計業務における新たな積算手法について一部の業務において試行を開始し、課題等に
ついて検証する。

ア）約50件の新たな積算手法試行、課題分析を実施。

（４）その他

１ 評価項目、評価テーマ数の精査については、平成21年度に更に実施例を積み重ねた上で
検討する。

）技術評価点に差を けるための 位満点方式のシミ シ

（４）その他
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ア）技術評価点に差をつけるための１位満点方式のシミュレーション
イ）テーマ数の精査（済）フォローアップ



（１）総合評価方式の実施状況のフォローアップ

２．平成２２年度の実施計画（案）

○国土交通省直轄業務における総合評価方式の実施状況を年次報告として取りまとめ、公表
する 【参考５ ２】

（１）総合評価方式の実施状況のフォロ アップ

する。 【参考５－２】

①事務手続きの改善

○総合評価の実施手順見直し（技術提案書提出者数の限定化、ヒアリングの省略、手続期間
の短縮）による業務の効率化、簡素化については平成21年度の試行結果のアンケートをとり
まとめ、方針を決定する。 【参考５－３】

○履行確実性の評価、標準的な発注方式事例、設計共同体の評価方法についてフォローアッ
プを行 効果 適用状況などを検証するプを行い効果、適用状況などを検証する。
【参考５－４～６】

3



（２）更なる透明性の確保

２．平成２２年度の実施計画（案）

○技術者資格の評価について、技術者に求められる要件とふさわしい技術者資格について方
針を決定する【参考５ ７】

（２）更なる透明性の確保

針を決定する【参考５－７】

○総合評価方式に関する更なる透明性の確保に向け、工事の透明性確保施策を基に検討を
行う。

（３）新たな積算手法

○新たな積算手法の今後の方針を決定する。【参考５－８】

（４）設計の品質向上

○設計業務の成果品の品質向上に向け、受発注者の行うべき取り組みを検討するとともに、成
果品を用いて発注する際の確認体制等を検討する。
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